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（議案）

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算 7,013万円
�社会福祉法人等の利用者負担の軽減措置………………………141万円
（老人ホーム、訪問介護、通所介護など）

�魅力あるさが園芸農業確立対策事業 …………………………2,132万円
（園内道路整備など）

�障害者社会参加推進事業 ……………………………………………………………40万円
（運転免許取得や車の改造費）

�さが畜産自給力強化対策 ………………………………………………………300万円

�消防施設整備…………………………………………………………………………………321万円
（中山区・大町区の防火水槽）

�農地災害復旧事業 …………………………………………………………………2,514万円
（農地２１ケ所・施設４ケ所）

�道路等災害復旧事業 …………………………………………………………………400万円

情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴

う
、
指
定
管
理
者
に
係
る
情
報

公
開
の
努
力
義
務
。

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴

う
、
指
定
管
理
者
が
保
有
す
る

個
人
情
報
の
安
全
確
保
の
義
務

付
け
。火

葬
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

平
成
十
九
年
度
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
導
入
に
伴
い
条
例
を

制
定
。総

合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

太
良
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
対
応
で
き
る
よ
う

所
要
の
改
正
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

本
案
は
、
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
が

平
成
十
八
年
六
月
二
十
一
日
に

交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

今
回
の
医
療
制
度
改
革
は
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
の

中
で
、
国
民
の
安
心
の
基
盤
で

あ
る
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
医
療
給
付

費
の
伸
び
と
国
民
の
負
担
と
の

均
衡
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成

十
八
年
十
月
一
日
以
降
か
ら
適

用
さ
れ
る
規
定
に
つ
い
て
の
改

正
。改

正
の
一
点
目
が
、
被
保
険

者
が
出
産
し
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
が
、
三
十
万
円
か
ら
三
十
五

万
円
に
引
き
上
げ
。

二
点
目
が
、
七
十
歳
以
上
の

高
齢
者
の
う
ち
、
現
役
並
み
所

得
の
者
（
老
人
保
健
対
象
者
も

含
む
）
の
自
己
負
担
割
合
が
、

二
割
か
ら
三
割
に
引
き
上
げ
。

町
立
太
良
病
院
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り

予
防
に
重
点
を
置
い
た
予
防
給

付
事
業
が
創
設
さ
れ
、
当
病
院

で
実
施
中
の
介
護
保
険
事
業
が

こ
の
事
業
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
改
正
。

9月8日～15日まで（8日間）開会
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平
成
十
七
年
度
各
会
計
の

決
算
認
定

一
、
町
立
太
良
病
院
事
業
会
計

二
、
水
道
事
業
会
計

三
、
一
般
会
計

四
、
老
人
保
健
特
別
会
計

五
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

六
、
山
林
特
別
会
計

七
、
簡
易
水
道
特
別
会
計

八
、
漁
業
集
落
排
水
特
別
会
計

以
上
八
会
計
の
平
成
十
七
年

度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
も
の
で
、
決
算
に
関
す
る

諸
書
類
、
行
政
実
績
報
告
書
及

び
町
監
査
委
員
の
審
査
意
見
書

を
提
出
し
、
企
業
会
計
及
び
一

般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員

会
（
十
名
）
で
後
日
審
査
す
る

こ
と
に
決
定
。

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

社
会
福
祉
法
人
等
の
利
用
者
負

担
軽
減
措
置
費
補
助
金
百
四
十

一
万
五
千
円
、
障
害
者
社
会
参

加
推
進
事
業
費
補
助
金
四
十
万

円
、
魅
力
あ
る
さ
が
園
芸
農
業

確
立
対
策
事
業
費
補
助
金
二
千

百
三
十
二
万
七
千
円
、
さ
が
畜

産
自
給
力
強
化
対
策
事
業
費
補

助
金
三
百
万
五
千
円
、
中
山

区
・
大
町
区
の
防
火
水
槽
新
設

に
か
か
る
消
防
施
設
整
備
費
補

助
金
三
百
二
十
一
万
五
千
円
、

農
地
等
災
害
復
旧
費
二
千
五
百

十
四
万
三
千
円
、
道
路
橋
梁
等

補
助
災
害
復
旧
費
四
百
万
円
等

で
、
合
計
七
千
十
三
万
二
千
円

の
増
額
補
正
。

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四

十
五
億
三
千
四
百
八
十
三
万
二

千
円
。平

成
十
八
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）歳

入
で
は
、
支
払
基
金
交
付

金
の
医
療
費
交
付
金
九
百
七
十

四
万
二
千
円
及
び
審
査
支
払
手

数
料
交
付
金
四
十
八
万
三
千
円
、

国
庫
負
担
金
の
医
療
費
負
担
金

二
千
二
百
四
万
五
千
円
、
県
負

担
金
の
医
療
費
負
担
金
四
十
四

万
九
千
円
は
、
そ
れ
ぞ
れ
過
年

度
分
精
算
に
伴
う
追
加
補
正
。

一
般
会
計
繰
入
金
五
十
一
万

九
千
円
は
、
一
般
管
理
費
三
十

三
万
八
千
円
と
償
還
金
十
八
万

千
円
の
追
加
に
よ
る
補
正
。

繰
越
金
千
九
百
六
十
四
万
四

千
円
の
追
加
補
正
は
、
前
年
度

の
決
算
剰
余
金
に
よ
る
繰
越
金

の
補
正
。

歳
出
で
は
、
総
務
管
理
費
の

一
般
管
理
費
三
十
三
万
八
千
円

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
設
立
準
備
委
員
会
の
設
立
に

伴
う
経
費
及
び
第
三
者
行
為
求

償
事
務
共
同
処
理
業
務
負
担
金
。

償
還
金
の
十
八
万
千
円
は
、

過
年
度
分
精
算
に
よ
る
返
納
額

の
追
加
補
正
。

一
般
会
計
繰
出
金
五
千
二
百

三
十
六
万
三
千
円
は
、
前
年
度

決
算
に
伴
う
剰
余
金
及
び
支
払

基
金
医
療
費
交
付
金
等
過
年
度

分
精
算
を
一
般
会
計
繰
出
金
と

し
て
追
加
補
正
。

補
正
後
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
十
四
億
三
百
八
十

八
万
二
千
円
。

平
成
十
八
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

今
回
の
補
正
は
主
に
、
歳
出

の
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
の

減
額
と
共
同
事
業
拠
出
金
の
中

で
新
た
に
創
設
さ
れ
た
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
の

追
加
。

歳
入
で
は
、
国
庫
負
担
金
の

療
養
給
付
費
負
担
金
の
う
ち
老

人
保
健
医
療
費
拠
出
金
千
二
十

八
万
七
千
円
の
減
額
は
、
歳
出

事
業
費
が
三
千
二
十
五
万
五
千

円
減
額
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も

の
。高

額
医
療
費
共
同
事
業
費
国

庫
負
担
金
百
十
七
万
二
千
円
の

追
加
補
正
は
、
歳
出
事
業
費
が

四
百
六
十
八
万
九
千
円
増
額
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

国
庫
補
助
金
の
財
政
調
整
交

付
金
二
百
七
十
四
万
八
千
円
の

減
額
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健

医
療
費
拠
出
金
三
千
二
十
五
万

五
千
円
・
介
護
納
付
金
二
十
八

万
六
千
円
の
歳
出
事
業
費
の
減

額
に
伴
う
も
の
。

療
養
給
付
費
交
付
金
の
百
九

十
六
万
三
千
円
の
追
加
補
正
は
、

過
年
度
分
精
算
に
伴
う
も
の
。

県
負
担
金
の
高
額
医
療
費
共

同
事
業
費
県
負
担
金
百
十
七
万

二
千
円
の
追
加
補
正
は
、
歳
出

事
業
費
が
四
百
六
十
八
万
九
千

円
の
増
額
に
伴
う
も
の
。

県
補
助
金
の
財
政
調
整
交
付

金
百
八
十
三
万
三
千
円
は
、
老

人
保
健
医
療
費
拠
出
金
・
介
護

納
付
金
の
歳
出
事
業
費
の
減
額

に
伴
う
も
の
。

共
同
事
業
交
付
金
の
高
額
医

療
費
交
付
金
二
百
三
十
四
万
五

千
円
は
、
歳
出
事
業
費
の
増
額

に
よ
る
も
の
又
、
新
た
に
創
設

さ
れ
た
保
険
財
政
共
同
安
定
化

事
業
交
付
金
一
億
二
千
三
百
三

十
三
万
五
千
円
は
、
三
十
万
円

以
上
八
十
万
円
未
満
の
医
療
費

を
対
象
に
し
た
交
付
金
の
追
加

補
正
。

繰
越
金
二
千
八
百
四
十
九
万

八
千
円
は
、
前
年
度
の
決
算
剰

余
金
に
よ
る
繰
越
金
の
補
正
。

歳
出
で
は
、
老
人
保
健
医
療

費
拠
出
金
は
、
対
象
事
業
費
の

確
定
に
伴
い
三
千
二
十
五
万
五

千
円
の
減
額
補
正
。

共
同
事
業
拠
出
金
の
共
同
事

業
医
療
費
拠
出
金
は
、
対
象
事

業
費
枠
の
変
更
に
伴
い
四
百
六

十
八
万
九
千
円
の
追
加
補
正
。

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業

拠
出
金
は
、
平
成
十
八
年
十
月

か
ら
始
ま
る
新
規
事
業
で
一
億

二
千
三
百
三
十
三
万
五
千
円
の

追
加
補
正
。

予
備
費
に
四
千
五
百
五
十
六

万
円
を
追
加
予
算
措
置
。

補
正
後
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
十
六
億
九
千
六
百

九
十
万
八
千
円
。

平
成
十
八
年
度
町
立
太
良

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

医
師
を
は
じ
め
と
す
る
各
職
員

手
当
等
の
五
百
一
万
千
円
の
増

額
補
正
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
電
気
治
療
器
一
台
購
入

の
た
め
の
三
百
十
五
万
円
の
増

額
補
正
。

平
成
十
八
年
度
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）前

年
度
繰
越
金
四
百
九
十
七

万
五
千
円
を
予
備
費
百
十
七
万

五
千
円
並
び
に
資
本
的
費
用
三

百
八
十
万
円
の
補
正
。

平
成
十
八
年
度
漁
業
集
落

排
水
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

前
年
度
繰
越
金
三
百
五
十
五

万
四
千
円
を
一
般
会
計
へ
繰
出

し
並
び
に
一
般
管
理
費
三
十
八

万
円
の
補
正
。

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９ 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例 議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
１０２号 平成１８年１０月２５日太良町議会だより３�



税 金� 全国初!!

5免5減�
県・市町�

が連携�

�

�

答
▼
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
は
い
な
い

山山
口口

我
が
町
も
企
業
の
誘
致

を
望
ん
で
い
た
時
期
が
あ
っ

た
も
の
の
、
農
政
、
林
政
、

水
産
業
に
お
い
て
も
各
主
幹

の
産
業
の
低
迷
が
見
え
つ
つ

あ
る
傾
向
だ
。

現
産
業
に
お
い
て
も
後
継

者
不
足
な
ど
将
来
へ
の
希
望

と
い
う
も
の
が
遠
く
感
じ
ら

れ
る
。

太
良
町
の
主
幹
の
産
業
に

近
い
関
連
す
る
よ
う
な
企
業

を
誘
致
す
る
こ
と
が
我
が
町

に
お
い
て
も
理
想
の
選
択
だ

と
も
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
先

の
我
が
町
の
企
業
誘
致
計
画

の
考
え
方
は
。

町
長

太
良
町
は
地
形
的
に
見

て
交
通
ア
ク
セ
ス
等
の
立
地

条
件
が
悪
く
、
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
は
か
な
り
厳
し
い

状
況
で
あ
る
か
ら
町
の
総
合

計
画
に
お
い
て
は
既
存
企
業

の
強
化
と
町
の
産
物
を
生
か

し
た
加
工
品
の
開
発
及
び
若

者
や
女
性
、
そ
れ
に
退
職
者
、

高
齢
者
等
の
起
業
家
を
促
進

し
新
地
域
産
業
の
育
成
を
図

る
と
い
う
こ
と
を
う
た
っ
て

お
り
、
今
の
と
こ
ろ
は
企
業

誘
致
の
具
体
的
な
計
画
は
な

い
。平

成
二
十
二
年
度
に
広
域

農
道
が
全
線
開
通
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
太
良
町
の
交
通
ア

ク
セ
ス
等
は
今
よ
り
改
善
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
今
後
は
Ｊ
Ｒ
振
興
策

に
絡
め
た
議
論
の
中
で
も
企

業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
県
と

連
携
を
図
っ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

山山
口口

担
当
課
の
方
で
は
企
業

の
誘
致
を
我
が
町
で
考
え
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

企
画
商
工
課
長

工
場
誘
致
等

の
造
成
計
画
も
な
い
し
、
基

本
構
想
の
中
に
も
現
実
的
な

施
策
の
中
で
は
盛
り
込
ん
で

い
な
い
し
、
具
体
的
な
検
討

と
い
う
の
は
今
ま
で
や
っ
て

い
な
い
。

山山
口口

町
民
の
間
で
は
企
業
の

誘
致
を
望
む
声
も
少
な
く
は

な
い
状
況
だ
が
そ
の
点
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

企
画
商
工
課
長

一
次
産
業
に

従
事
さ
れ
て
い
る
町
民
の
方

が
非
常
に
今
困
っ
て
い
る
状

況
の
中
で
、
少
し
で
も
町
民

所
得
の
向
上
と
い
う
ふ
う
な

形
で
施
策
の
中
に
盛
り
込
ん

で
い
く
こ
と
も
非
常
に
大
事

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

山山
口口

企
業
誘
致
の
条
件
と
し

て
は
余
り
適
し
て
い
な
い
、

非
常
に
困
難
な
状
況
だ
と
い

う
こ
と
だ
が
、
雇
用
問
題
と

か
、
若
者
定
住
そ
う
い
っ
た

形
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

県
の
方
と
か
相
談
し
て
よ
い

知
恵
を
も
ら
う
考
え
は
な
い

の
か
。

町
長

工
場
団
地
の
造
成
な
ど

を
す
る
こ
と
な
ど
は
、
非
常

に
危
険
だ
と
考
え
て
い
る
。

山山
口口

も
し
、
企
業
の
誘
致
の

話
、
進
出
し
て
く
る
と
い
う

話
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
の
か
。

企
画
商
工
課
長

太
良
町
の
地

形
と
か
交
通
ア
ク
セ
ス
と
か

地
理
的
条
件
を
考
え
て
み
た

場
合
は
企
業
立
地
と
い
う
形

に
な
る
と
か
な
り
厳
し
い
が
、

県
と
し
て
も
助
言
、
指
導
は

で
き
る
と
い
う
答
え
は
も

ら
っ
て
い
る
か
ら
、
今
後
の

調
整
の
中
で
そ
う
い
う
も
の

を
含
ん
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

山山
口口

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

な
ど
を
作
っ
て
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

町
長

太
良
町
内
の
企
業
で
片

山
畜
産
か
ら
相
談
を
受
け
て

い
た
が
、
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、

鹿
島
の
方
へ
出
ら
れ
る
事
に

な
っ
た
が
、
大
変
残
念
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
弥
川
畜
産
の
場
合

は
、
多
久
に
出
る
け
れ
ど
、

本
社
は
太
良
に
置
い
て
法
人

税
は
太
良
に
納
め
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
で
大
変
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

山山
口口

太
良
町
に
は
海
（
有
明

海
）
が
あ
る
が
そ
の
よ
う
な

環
境
を
利
用
し
て
、
県
の
施

設
な
ど
を
誘
致
す
る
考
え
方

は
な
い
の
か
。

農
林
水
産
課
長

水
産
関
係
に

つ
い
て
は
、
企
業
の
誘
致
問

題
は
県
と
の
交
渉
は
し
て
い

な
い
。

水
産
振
興
の
た
め
に
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

般
問

一
質

企
業
誘
致
の
計
画
は

山
口

光
章

議
員

運運営営ココスストト削削減減をを視視点点ととししたた
「「税税制制面面ででのの優優遇遇措措置置」」
をを要要望望すするる企企業業のの声声

佐賀県企業立地の促進に関する条例制定
●県税の事業税・固定資産税５免５減、不動産取得税免除
※５免５減：５年間全額免除、引き続き５年間１／２免除
●企業立地補助金との選択制
※企業立地補助金：立地促進奨励金、雇用促進奨励金、ビジネス支
援サービス業立地促進補助金

●特区の指定は、市町の申し出→知事指定で３年間
※市町も固定資産税の５免５減や各種補助などの優遇措置を実施

企企業業のの要要望望にに対対応応ししたた企企業業立立地地のの推推進進
（地域経済の活性化雇用機会の創出）

「佐賀県企業立地促進特区」の創設（Ｈ１７．４）
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214,000�
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0％�
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0％�

199,000�
△7.0％�
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2.0％�

答
▼
０４
財
政
諮
問
会
議
の
試
算

恵恵
崎崎

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で

地
方
交
付
税
が
平
成
二
十
四

年
度
ま
で
、
毎
年
五
・
五
％

ず
つ
減
額
す
る
と
い
う
前
提

と
な
っ
て
い
る
が
、
根
拠
は

何
か
、
ま
た
本
町
だ
け
に
特

別
の
内
示
が
出
て
い
る
の
か
。

町
長

経
済
財
政
諮
問
会
議
の

中
期
展
望
二
〇
〇
四
年
度
改

訂
の
試
算
の
数
値
を
と
っ
た
。

県
か
ら
は
特
別
な
指
示
は

あ
っ
て
い
な
い
。

恵恵
崎崎

十
八
年
度
の
普
通
交
付

税
の
確
定
額
は
い
く
ら
か
。

財
政
課
長

十
八
億
七
千
八
十

二
万
九
千
円
で
、
一
・
三
％

の
減
と
な
っ
て
い
る
。

恵恵
崎崎

国
全
体
の
伸
び
率
の
指

針
を
そ
の
ま
ま
本
町
に
見
込

む
の
は
お
か
し
い
、
ま
し
て

や
総
合
的
に
判
断
し
て
、
二

十
四
年
度
ま
で
毎
年
五
・
五

％
ず
つ
減
る
と
い
う
試
算
は

甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

改
革
を
し
た
場
合
の
施
策

可
能
経
費
が
平
成
二
十
六
年

度
に
無
く
な
る
グ
ラ
フ
を
公

表
し
た
意
図
は
何
か
、
ま
た

他
市
町
で
こ
の
よ
う
な
グ
ラ

フ
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
は
あ

る
の
か
。

町
長

あ
く
ま
で
も
交
付
税
が

五
・
五
％
減
と
い
う
前
提
で

の
試
算
で
あ
り
、
改
革
の
必

要
性
と
緊
急
性
を
伝
え
る
た

め
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
出
し

た
も
の
で
県
内
で
同
じ
よ
う

な
グ
ラ
フ
を
公
表
し
た
と
こ

ろ
は
な
い
。

財
政
状
況
は
絶
え
ず
変
化

し
て
い
る
の
で
改
革
プ
ラ
ン

の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
運
営
を
目
指
し

て
い
く
。

恵恵
崎崎

不
確
定
要
素
が
多
い
中

で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

一
度
出
し
た
ら
、
最
初
の
イ

メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
し
ま
い

数
字
だ
け
が
ひ
と
り
歩
き
し

て
、
町
民
の
不
安
を
あ
お
る

面
も
あ
る
の
で
、
よ
り
慎
重

な
態
度
が
必
要
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
で
夕
張
市
や
長

野
県
の
大
滝
村
の
財
政
破
綻

が
報
道
さ
れ
、
特
別
会
計
等

に
莫
大
な
隠
れ
借
金
が
あ
っ

た
ら
し
い
が
本
町
は
ど
う
か
。

財
政
課
長

実
質
公
債
費
比
率

が
十
八
％
を
超
え
る
と
起
債

が
制
限
さ
れ
る
が
、
本
町
は

九
・
七
％
、
県
平
均
以
下
で

隠
れ
借
金
は
な
い
。

恵恵
崎崎

財
政
悪
化
の
最
大
要
因

は
交
付
税
の
大
幅
な
落
ち
込

み
で
あ
る
と
分
析
し
て
あ
る

が
、
私
は
そ
れ
よ
り
公
債
費

（
借
金
返
済
）
の
増
大
が
大

き
い
と
見
て
い
る
。

平
成
七
年
度
の
二
億
五
千

百
万
円
か
ら
十
八
年
度
の
五

億
六
千
万
円
超
と
連
続
し
て

十
一
年
増
加
し
て
お
り
、
百

％
超
の
伸
び
率
で
あ
る
。

ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う

に
こ
た
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

財
政
課
長

交
付
税
の
一
般
財

源
に
占
め
る
割
合
が
非
常
に

大
き
い
の
で
、
そ
の
推
移
を

も
ろ
に
受
け
る
の
で
影
響
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く

一
般
の
起
債
額
は
十
五
年
度

か
ら
減
ら
す
努
力
を
し
て
い

る
。

恵恵
崎崎

臨
財
債
を
含
め
た
交
付

税
を
一
人
当
た
り
で
見
る
と

最
高
が
十
二
年
度
で
二
十
一

万
五
千
円
、
十
三
・
十
四
・

十
五
年
度
は
二
十
一
万
四
千

円
、
十
六
年
度
十
九
万
九
千

円
、
十
七
年
度
二
十
万
三
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
大
幅
に

減
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

行
革
の
特
集
号
に
つ
い
て

恵恵
崎崎

行
政
が
出
し
た
町
報
な

の
か
と
疑
い
た
く
な
る
よ
う

な
文
章
表
現
が
見
ら
れ
る
が
。

総
務
課
長

ご
指
摘
の
通
り
好

ま
し
く
な
い
表
現
が
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
今
後

十
分
注
意
し
て
発
行
し
た
い
。

恵恵
崎崎

職
員
の
意
識
改
革
を
強

調
し
て
あ
る
が
、
日
々
の
仕

事
を
ど
の
よ
う
な
マ
イ
ン
ド

（
心
根
）
で
や
っ
て
い
る
か

が
根
本
問
題
で
あ
る
。

広
報
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
経

営
資
源
は
民
間
、
行
政
を
問

わ
ず
情
報
と
知
恵
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
中
、
情
報
の
公
開

を
通
し
て
組
織
へ
の
信
頼
感

を
高
め
て
町
民
と
良
好
な
関

係
を
築
く
こ
と
が
第
一
で
、

そ
し
て
初
め
て
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
考
え

る
が
。

企
画
商
工
課
長

言
わ
れ
る
通

り
、
よ
り
正
確
に
明
確
に
情

報
伝
達
し
て
行
政
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

交付税５．５％減の根拠は

恵崎 良司 議員

地方交付税の推移（臨財債含む決算）

国全体の大幅減に対し、本町はそれほどではない
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ど
う
す
る
定
住
対
策

末
次

利
男

議
員

答
▼
産
業
の
活
性
化
を
目
指
す

末末
次次

太
良
町
の
人
口
は
昭
和

三
十
五
年
、
一
万
六
千
四
百

三
十
六
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

が
続
き
、
現
在
で
は
、
本
格

的
な
少
子
高
齢
化
が
残
念
な

が
ら
現
実
的
に
な
っ
て
い
る
。

人
口
構
造
の
変
化
は
、
労

働
力
の
低
下
や
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
介
護
費
用
の
増
大
や

生
産
年
齢
層
の
負
担
の
増
大
、

地
域
活
力
の
低
下
な
ど
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
が
懸
念
さ
れ

る
。現

状
を
踏
ま
え
た
視
点
と

し
て
、
産
業
育
成
、
雇
用
創

出
、
住
宅
施
策
等
住
環
境
の

整
備
は
町
政
の
喫
緊
の
命
題

で
あ
る
。

農
林
漁
業
の
活
性
化
対
策
、

雇
用
対
策
、
住
宅
対
策
、
子

育
支
援
の
実
態
と
方
策
を
問

う
。

町
長

太
良
町
の
定
住
へ
の
基

本
方
向
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が

ら
道
路
等
の
生
活
環
境
向
上

を
図
り
、
農
林
水
産
、
商
工

業
等
の
活
性
化
に
よ
る
定
住

で
き
る
町
を
目
指
し
て
い
る
。

末末
次次

第
三
次
総
合
計
画
最
終

年
度
の
二
〇
一
一
年
数
値
目

標
の
人
口
予
測
で
は
、
九
千

八
百
十
九
人
で
あ
る
。

現
在
、
一
万
八
百
八
十
七

人
で
ピ
ー
ク
時
か
ら
五
千
五

百
三
十
九
人
の
減
少
で
あ
る
。

〇
歳
か
ら
六
十
五
歳
の
減

少
が
著
し
い
が
実
態
は
ど
う

か
。

町
民
福
祉
課
長

平
成
九
年
と

十
七
年
の
比
較
で
、
六
十
五

歳
ま
で
の
人
口
が
千
三
百
七

十
四
人
減
、
六
十
五
歳
以
上

が
三
百
六
十
四
人
増
加
し
て

い
る
。

末末
次次

町
民
の
意
向
調
査
に
よ

る
将
来
像
は
一
次
産
業
を
中

心
と
し
た
若
者
定
住
の
町
づ

く
り
に
期
待
す
る
結
果
が
出

て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

町
長

や
は
り
太
良
町
は
一
次

産
業
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
振
興
策
に
つ
い
て
交

渉
、
協
議
を
練
っ
て
県
の
財

政
援
助
と
絡
め
て
考
え
る
。

カ
ニ
に
つ
い
て
は
、
大
浦

漁
協
と
連
携
し
畜
養
、
養
殖

等
県
に
提
案
し
て
い
る
。

主
産
業
の
ミ
カ
ン
、
太
良

牛
、
イ
チ
ゴ
等
々
現
場
の
や

る
気
を
出
し
て
も
ら
い
議
会
、

執
行
部
、
町
民
一
体
と
な
り

進
め
た
い
。

末末
次次

森
林
の
資
源
循
環
促
進

事
業
に
つ
い
て
主
伐
、
間
伐
、

択
伐
の
実
施
は
再
生
産
と
雇

用
創
出
に
よ
る
技
術
の
継
承

に
な
る
。

県
を
リ
ー
ド
す
る
優
良
木

材
生
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
な

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長

山
が
あ
っ
て
水
が
あ
り
、

海
が
豊
か
に
な
る
思
い
で
森

林
を
育
て
て
い
る
が
、
長
伐

期
か
主
伐
か
の
方
向
づ
け
に

よ
っ
て
、
恵
ま
れ
た
資
源
を

生
か
し
、
組
合
も
力
を
つ
け
、

や
る
気
を
出
し
て
補
完
し
な

い
と
埋
没
す
る
。

末末
次次

以
前
、
山
口
県
油
谷
町

へ
、
耕
作
放
棄
地
に
牛
の
放

牧
に
よ
る
環
境
対
策
と
和
牛

振
興
現
場
を
視
察
し
た
が
、

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事

業
に
、
放
牧
事
業
と
キ
ャ
ト

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ

て
い
る
。

ミ
カ
ン
の
基
盤
整
備
事
業

内
容
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長

キ
ャ
ト
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
子
牛
の
保
育

所
み
た
い
で
、
三
ヶ
月
位
の

子
牛
を
預
か
り
、
牧
場
で
成

牛
も
預
り
素
牛
生
産
振
興
策

と
考
え
て
い
る
。

小
規
模
な
基
盤
整
備
が
可

能
な
制
度
を
掲
げ
て
い
る
。

末末
次次

住
環
境
の
整
備
で
、
野

崎
分
譲
地
に
遊
園
地
が
未
設

置
で
あ
る
が
ど
う
思
う
か
。

町
長

子
供
の
健
全
育
成
に
必

要
と
思
う
の
で
研
究
す
る
。

町
立
太
良
病
院
に
つ
い
て

末末
次次

町
民
が
安
心
で
き
る
地

域
に
密
着
し
た
医
療
拠
点
と

し
て
体
制
づ
く
り
に
努
力
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
包
括
医

療
推
進
構
想
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

町
長

治
療
の
み
な
ら
ず
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
ニ
ー

ズ
に
一
体
と
な
り
、
地
域
住

民
の
健
康
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ケ
ア
会
議
等
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

末末
次次

町
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
る
か
。

病
院
事
務
長

患
者
様
に
対
す

る
献
身
的
な
医
療
の
実
践
が

病
院
づ
く
り
の
理
念
で
あ
る
。

１年平均減

１９３

１３４

１７

６５

７４

１０６

１０８

９６

５年間の減

９６５

６７１

８６

３２９

３７０

５３１

５４１

４８０

国勢調査

１４，６３３

１３，６６８

１２，９９７

１２，９１１

１２，５８２

１２，２１２

１１，６８１

１１，１４０

１０，６６０

年 代

昭和４０年

〃４５年

〃５０年

〃５５年

〃６０年

平成２年

〃 ７年

〃１２年

〃１７年

太良町の人口の推移（１０月１日）
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台風１３号台台風風１１３３号号 被害視察�被被害害視視察察��

経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

九
月
十
七
日
の
台
風
十
三
号
に
よ
る
被

害
調
査
を
委
員
会
で
は
九
月
二
十
八
日
に

実
施
し
た
。

台
風
は
、
長
崎
県
に
上
陸
し
太
良
町
に

と
っ
て
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
過
し
、
十
七

日
午
後
七
時
ご
ろ
最
大
瞬
間
風
速
四
十

七
・
一
�
を
記
録
し
た
。

雨
が
降
ら
な
い
状
態
で
満
潮
時
刻
と
重

な
っ
た
た
め
農
作
物
等
に
甚
大
な
塩
害
が

発
生
し
被
害
が
増
大
し
た
。

ま
ず
伊
福
、
早
垣
地
区
の
み
か
ん
園
の

潮
風
害
を
見
て
、
そ
の
後
柳
谷
地
区
の
官

行
造
林
、
風
配
地
区
の
県
有
林
の
倒
木
状

況
、
嘉
瀬
の
坂
地
区
の
鶏
舎
の
倒
壊
状
況
、

中
畑
地
区
の
み
か
ん
園
等
を
調
査
視
察
し

た
。藤

津
農
業
改
良
セ
ン
タ
ー
の
潮
風
害
調

査
に
よ
る
と
、
水
稲
で
は
付
着
塩
分
基
準

が
〇
・
三
�
が
限
界
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

伊
福
地
区
で
四
・
一
�
と
い
う
驚
異
的
な

数
値
が
出
て
い
る
。

み
か
ん
の
葉
で
は
〇
・
五
�
以
下
で
は

直
接
塩
害
は
認
め
に
く
い
と
い
う
事
だ
が

伊
福
地
区
の
〇
・
七
八
�
を
筆
頭
に
、
里
、

日
ノ
辻
今
里
地
区
で
も
〇
・
五
五
�
以
上

の
状
況
で
、
秋
芽
の
禍
変
、
成
葉
緑
の
禍

変
、
直
接
塩
害
を
受
け
た
み
か
ん
園
は
、

風
害
と
と
も
に
落
葉
、
落
果
が
激
し
く
、

枝
は
折
れ
、
南
東
風
が
強
く
当
っ
た
た
め
、

南
側
の
被
害
が
大
き
く
今
後
も
落
葉
等
被

害
が
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

官
行
造
林
地
は
、
風
倒
木
が
道
路
に
倒

れ
た
も
の
は
片
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
樹

齢
四
十
余
年
の
大
木
が
根
ご
と
倒
れ
て
強

風
の
凄
さ
に
改
め
て
驚
い
た
。

嘉
瀬
の
坂
の
銀
杏
園
は
、
落
果
が
激
し

く
ま
だ
未
熟
の
た
め
商
品
価
値
が
な
か
っ

た
。ブ

ロ
イ
ラ
ー
の
鶏
舎
は
、
長
い
鶏
舎
が

倒
れ
、
棟
が
曲
り
ひ
ど
い
被
害
で
あ
り
、

解
体
復
旧
に
は
相
当
の
努
力
が
必
要
と
見

受
け
ら
れ
た
。

水
産
に
つ
い
て
は
、
カ
キ
養
殖
の
筏
の

流
出
は
逃
れ
て
い
た
が
、
稚
貝
、
生
貝
の

縄
が
切
れ
て
現
在
調
査
中
と
の
こ
と
。

全
体
の
被
害
額
と
し
て
は
、
総
額
三
億

五
千
万
円
位
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後

増
え
る
と
お
も
わ
れ
る
。

国
、
県
の
対
応
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
太
良
町
と
し
て
ど
う
対
応
す

る
の
か
、
平
成
三
年
の
台
風
を
参
考
に
し

て
今
後
の
対
応
が
必
要
だ
。

建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

台
風
十
三
号
被
害
を
去
る
九
月
二
十
七

日
、
町
三
役
、
事
務
局
同
伴
で
建
設
課
長

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
野
崎
港
、
道
越

環
境
広
場
、
竹
崎
漁
港
の
集
落
排
水
処
理

場
護
岸
、
波
瀬
ノ
浦
港
、
町
道
関
係
一
円

の
現
地
視
察
、
野
崎
港
波
止
の
倒
壊
、
道

越
環
境
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
砂
の

流
失
、
竹
崎
漁
業
集
落
排
水
処
理
場
の
護

岸
は
平
成
十
六
年
九
月
八
日
台
風
十
八
号

で
も
同
じ
く
被
害
を
受
け
て
お
り
、
今
後

の
災
害
復
旧
と
し
て
国
、
県
に
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
の
対
策
要
請
が
望
ま
れ
る
。

波瀬ノ浦道路災害

１０２号 平成１８年１０月２５日太良町議会だより７�



漁港施設関係道路

農畜産物

農業関係施設

造林地

水産関係

台台風風１１３３号号のの被被害害状状況況 平成１８年１０月１３日現在

現時点での総被害額

金 額
（千円）

１００，０００

２０，０００

２７，４００

１４７，４００

工 種

１号防波堤 L＝５０�

城内護岸 L＝１７０�

漁 港 名

野 崎 漁 港

道越漁港海岸

道越環境広場

計
被害の態様

倒伏

落果、枝折れ等

落果・枝折れ・塩害

塩害による樹体衰弱・幼木枯死

ブロイラー圧死

被害額
（千円）

１３，２８８

１８，８７７

１２２，３０１

１５４，４６６

６０，０００

２，８００

２１７，２６６

面積等

１００．６

５．７

２０２．７

３０９．０

１２０・（２４）

１４，０００

種類名

水 稲

野 菜

果 樹

計

果 樹

家 畜

合 計

農

作

物

樹
体
家
畜
等

被害の態様

ハウス本体倒壊・ビニール破損

全・半壊

被害額
（千円）

１８，８５０

３０７，０００

７４，７００

４００，５５０

件数等

３０件

１６件

９０ha

種類名

園芸関係

畜産関係

マルチ資材

計

被害額
（千円）

１，３７０

９５９

１，３７０

４，１１０

７，８０９

面 積
（ha）

１．０

０．７

１．０

３．０

５．７

令級別

９

９

８～９

８～９

樹種別

ヒノキ

スギ

ヒノキ

スギ・ヒノキ

官 行 造 林

県 有 林

町 有 林

民 有 林

合 計

被害状況

路肩崩壊 L＝９�、H＝３�

路肩崩壊 L＝５０�、H＝６�

金 額
（千円）

３，０００

２５，０００

路 名
かわ きた せん

川 北 線
は ぜ の うらこくどうとりつけせん

波瀬ノ浦国道取付 線

想定被害金額
（千円）

３００

１，５００

３，０００

８００

５００

１３，０００

１９，１００

件 数
（経営体数）（件）

１

３

３３（２０戸）

４

３

（２０戸）

細 目

流出・沈没

破損

カキ養殖

水産加工施設、倉庫等

水産加工施設、倉庫等

養殖カキ

項 目

漁 船

養殖施設

養 殖 物

合 計

柳
谷
の
風
倒
木

約８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８億２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２千５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５百万円

風
潮
に
よ
る
み
か
ん
落
果
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議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
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難
病
対
策
の
確
立
を

求
め
る
意
見
書

新
し
い
地
方
分
権
改

革
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

「
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
」
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書

九州新幹線長崎ルート建設問題で、武雄市などの推進派議員は１０月５日、佐賀西

部地区議員連盟を立ち上げた。 同市で開いた設立総会には武雄、嬉野市と江北、

大町、白石、太良町の議員有志６８人が出席。 長崎ルートは国土軸のネットワーク

として西九州地域の発展には欠かせない社会基盤として共通認識し、今後早期着工

に向け、情報収集や調査研究、他の団体との連携強化にも取り組んでいくことを確

認した。

三

意

見

書

採

択

わ
が
国
の
難
病
対
策
は
、
特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
や
小
児

慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、

当
治
療
研
究
事
業
の
実
施
は
、

患
者
や
家
族
の
医
療
費
の
負
担

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
病
態

の
把
握
や
治
療
法
の
研
究
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
、
患
者
、

家
族
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
す
べ
て
の
難
病
患
者
、
家

族
が
良
質
な
医
療
を
受
け
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
特

段
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

提
出
先

衆
参
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇

六
」
に
お
い
て
「
地
方
分
権
に

向
け
て
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
の
見
直
し
を
進
め
る
」
地
方

分
権
改
革
は
新
た
な
段
階
を
迎

え
た
。

三
位
一
体
改
革
に
お
い
て
は
、

地
方
交
付
税
は
約
五
兆
円
削
減

さ
れ
、
地
方
分
権
の
観
点
か
ら

は
不
十
分
な
改
革
に
お
わ
っ
た
。

地
域
の
行
政
は
地
方
自
治
体

が
責
任
を
も
っ
て
担
い
、
地
域

に
活
力
を
与
え
、
日
本
を
活
性

化
さ
せ
る
改
革
で
あ
り
、
新
し

い
地
方
分
権
改
革
を
進
め
る
こ

と
を
強
く
要
請
す
る
。

一
、
早
期
に
地
方
分
権
推
進

法
制
定
し
、
地
方
の
自
由

度
を
高
め
、
意
見
を
反
映

さ
せ
る
事
。

二
、
平
成
十
九
年
度
予
算
編

成
は
一
般
財
源
の
総
額
を

確
保
す
る
事
。

提
出
先

衆
参
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
経
済
財
政

政
策
担
当
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

に
つ
い
て
は
、
佐
賀
県
議
会
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
地
方
議

会
の
声
で
堅
持
さ
れ
て
き
た
。

二
〇
〇
四
年
度
か
ら
「
総
額

裁
量
制
」
が
導
入
さ
れ
、
財
務

省
は
そ
の
負
担
を
地
方
に
転
嫁

す
る
意
図
の
も
と
に
「
義
務
教

育
国
庫
負
担
制
度
」
そ
の
も
の

の
廃
止
に
言
及
し
て
い
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

は
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
で
保

障
す
る
「
義
務
教
育
費
無
償
の

原
則
」
や
「
教
育
の
機
会
均
等

水
準
の
維
持
向
上
」
を
具
体
化

す
る
現
行
教
育
制
度
の
重
要
な

根
幹
を
な
す
制
度
あ
り
、
人
材

育
成
の
た
め
の
未
来
へ
の
先
行

投
資
で
あ
り
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。教

育
の
質
的
向
上
を
望
む
今

日
、
制
度
の
見
直
し
は
、
保
護

者
・
地
域
住
民
の
望
み
に
逆
行

す
る
と
共
に
、
憲
法
が
保
障
す

る
「
教
育
の
機
会
均
等
・
水
準

の
維
持
向
上
」
を
阻
害
す
る
要

因
と
な
る
。

よ
っ
て
本
議
会
は
政
府
に
対

し
て
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
」
の
本
来
の
趣
旨
に
則
り

本
制
度
の
堅
持
を
強
く
要
請
す

る
。提

出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
総
務
大
臣
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皆さんの声を！皆さんの声を！

議
会
の
あ
ゆ
み

編
集
室
よ
り

編
集
委
員
会
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委
員
長

木
下

繁
義

副
委
員
長

岩
島

好

委

員

恵
崎

良
司

久
保

繁
幸

浜
�

敏
彦

坂
口

祐
樹

見
陣

�
幸

平
成
１８
年
度
前
期
分
の

議
長
交
際
費

を
公
表
し
ま
す

７
月
〜
９
月

７
・
４

山
林
運
営
委
員
会

７
・
５

有
明
海
沿
岸
道
路
期

成
会

７
・
７

白
浜
海
水
浴
場
海
開

き

７
・
８

佐
賀
県
国
民
保
護

フ
ォ
ー
ラ
ム

７
・
１０

町
議
会
議
長
会
議

７
・
１３

区
長
会
長
と
の
打
ち

合
わ
せ

７
・
１４

青
少
年
育
成
町
民
会

議
総
会

青
少
年
問
題
協
議
会

佐
賀
県
西
部
地
区
開

発
推
進
協
議
会
総
会

７
・
１９

中
山
キ
ャ
ン
プ
場
山

開
き

武
雄
・
鹿
島
政
経
セ

ミ
ナ
ー

７
・
２０

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

７
・
２５

佐
賀
県
西
部
地
区
開

発
推
進
に
係
る
県
知

事
提
案

太
良
高
校
の
教
育
振

興
を
図
る
会

佐
賀
県
西
部
地
区
開

発
推
進
協
議
会
総
会

７
・
２６

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

７
・
２９

納
涼
夏
ま
つ
り
花
火

大
会

７
・
３１

有
明
海
沿
岸
道
路
期

成
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

８
・
１

長
崎
県
議
会
面
会

８
・
４

全
議
員
・
区
長
会
と

の
懇
談
会

８
・
５

高
校
総
体
及
び
全
国

大
会
壮
行
会

８
・
１０

古
川
氏
旭
日
大
綬
章

受
章
祝
賀
会

８
・
１６

消
防
夏
季
点
検

８
・
１７
〜
１８

町
村
議
会
議
員

特
別
セ
ミ
ナ
ー

８
・
２２

知
事
・
市
町
村
議
長

懇
話
会

８
・
２８

議
員
全
員
協
議
会

８
・
２９

か
に
供
養
・
放
流

９
・
５

議
会
運
営
委
員
会

９
・
８

９
月
定
例
会
招
集

議
員
全
員
協
議
会

９
・
１０

大
浦
中
運
動
会

９
・
１２

定
例
会
一
般
質
問

９
・
１５

定
例
会
議
案
審
議

議
員
全
員
協
議
会

９
・
２１

武
雄
・
鹿
島
政
経
セ

ミ
ナ
ー

９
・
２４

多
良
・
大
浦
小
運
動

会

９
・
２９

新
幹
線
建
設
促
進
議

員
連
盟
設
立
発
起
人

会

９
・
３０

嬉
野
市
合
併
記
念
式

典

猛
暑
で
あ
っ
た
今
年
の
夏
も

十
月
に
入
り
凌
ぎ
や
す
い
朝
夕

に
な
り
ま
し
た
。

実
り
の
秋
で
あ
り
ま
す
が
十

三
号
台
風
に
よ
り
、
収
穫
の
喜

び
も
今
一
つ
と
、
薄
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

十
月
か
ら
海
苔
の
種
付
け
や

張
り
込
み
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、

本
年
も
連
続
日
本
一
の
佐
賀
海

苔
が
収
穫
出
来
ま
す
よ
う
に
豊

漁
を
期
待
し
ま
す
。

支出の内容

自衛隊父兄会総会

防衛協会総会

鹿島ガタリンピック

竹崎かに旅館組合通常総会

かに供養

太良高校柔道部女子全国大会出場及び
全国小学生学年別全国大会出場壮行会

県知事及び市・町議会議長懇談会

古川貞二郎氏旭日大綬章受章祝賀会

支出金額

５，０００

５，０００

５，０００

５，０００

５，０００

７，０００

３，０００

１０，０００

４５，０００

支出日

５月１９日

５月１９日

５月２８日

６月１２日

８月２９日

８月５日

８月７日

８月１０日

８件

区 分

御 祝

会 費

合 計

１０

平成１８年度前期議長交際費

�太良町議会だより１０２号 平成１８年１０月２５日


